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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】敷設面との間の衝撃によるずれ動きをできるだ 
け少なくし、安定して敷設できるジョイントマットを提 
供する。
【解決手段】マットユニット１と周辺帯１０、２０より 
成り、マットユニット１の周縁に形成された突起２と窪 
み３を互に嵌合して複数のマットユニット１を連結し、 
その周辺に周辺帯１０、２０を連結して形成したジョイ 
ントマットにおいて、周辺帯１０、２０の裏面に粘着剤 
層を設け、この粘着剤層を離型紙で被覆する。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全6頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 方 形 板 状 体 の 周 縁 に 突 起 及 び 窪 み を 交 互 に 設 け た を マ ッ ト ユ ニ ッ ト を 前 記 突 起 及 び 窪 み  
を 嵌 合 す る こ と に よ っ て 連 結 し た ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 周 辺 を 、 前 記 突 起 及 び 窪 み に 係 合 し  
て 縁 取 り す る 細 長 い 周 辺 帯 で あ っ て 、 前 記 周 辺 帯 の 裏 面 に 粘 着 剤 層 と こ れ を 被 覆 す る 離 型  
紙 を 設 け た ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 周 辺 帯 。
【 請 求 項 ２ 】
　 方 形 板 状 体 の 周 縁 に 交 互 に 設 け ら れ た 突 起 及 び 窪 み を 有 す る 複 数 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト を 前  
記 突 起 及 び 窪 み を 嵌 合 し て 連 結 し 、 そ の 周 辺 を 前 記 突 起 及 び 窪 み に 係 合 す る 細 長 い 周 辺 帯  
に よ っ て 縁 取 り し た ジ ョ イ ン ト マ ッ ト に お い て 、 前 記 周 辺 帯 の 裏 面 に 粘 着 剤 層 と こ の 粘 着  
剤 層 を 被 覆 す る 離 型 紙 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ジ ョ イ ン ト マ ッ ト 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 、 方 形 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト を 多 数 連 結 し て 敷 物 と し て 用 い る ジ ョ イ ン ト マ ッ ト  
に 係 り 、 特 に 敷 物 に し た 外 周 に 位 置 す る マ ッ ト ユ ニ ッ ト の 周 縁 に 装 着 さ れ る 周 辺 帯 に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 種 の ジ ョ イ ン ト マ ッ ト は 、 各 マ ッ ト ユ  
ニ ッ ト の 周 縁 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 凸 を 係 合 し て 複 数 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト を 連 結 し 敷 物 と し  
て 用 い る が 、 最 外 周 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト 周 縁 に は 係 合 用 凹 凸 が 現 れ て 滑 ら か さ に 欠 け る た め  
、 一 辺 が 直 線 的 に 形 成 さ れ た 帯 状 部 材 を マ ッ ト ユ ニ ッ ト に 装 着 し て 敷 物 と し て の 実 用 性 を  
整 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 人 体 や 物 品 等 が ジ ョ イ ン ト マ ッ ト 面 に 衝 撃 を 与 え た 場 合 な ど に 、 マ ッ ト  
敷 設 面 と の 間 に 部 分 的 な ず れ が 生 じ て ジ ョ イ ン ト マ ッ ト が 移 動 し た り 、 マ ッ ト ユ ニ ッ ト 間  
の 係 合 用 凹 凸 が 外 れ て し ま う こ と が あ る 。 特 に ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 材 料 に 多 用 さ れ る 弾 性  
合 成 樹 脂 の 場 合 に こ の よ う な 事 故 が 多 い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ２ ５ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ １ ６ ３ ６ ９ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 考 案 の 課 題 は 、 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト と そ の 敷 設 面 と の 間 の 衝 撃 に よ る ず れ 動  
き を で き る だ け 少 な く し 、 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト を 安 定 し て 敷 設 で き る よ う に し よ う と す る こ  
と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 考 案 の お い て は 、 方 形 板 状 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト を 多 数 連  
結 し て 、 さ ら に 細 長 い 周 辺 帯 を 係 合 し て ジ ョ イ ン ト マ ッ ト を 形 成 す る に 際 し 、 予 め 周 辺 帯  
に 離 型 紙 で 被 覆 さ れ た 粘 着 剤 層 を 設 け て お い た の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 考 案 に よ れ ば 、 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト を 縁 取 り す る 周 辺 帯 を 敷 設 面 に 接 着 す る こ と が で  
き る の で 、 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 位 置 を 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き 、 衝 撃 等 に よ る ジ ョ イ  
ン ト マ ッ ト の 変 形 、 浮 き 上 り 、 ず れ 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 の ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 一 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 、
【 図 ２ 】 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 平 面 図 、
【 図 ３ 】 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト に 用 い る 周 辺 帯 と マ ッ ト ユ ニ ッ ト の 関 連 を 示 す 平 面 図 、
【 図 ４ 】 他 の 周 辺 帯 と マ ッ ト ユ ニ ッ ト の 関 連 を 示 す 平 面 図 、
【 図 ５ 】 周 辺 帯 の 部 分 断 面 図 、
【 図 ６ 】 マ ッ ト ユ ニ ッ ト の 突 出 部 の 他 の 例 を 示 す 模 式 図 、
【 図 ７ 】 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 他 の 例 を 示 す 平 面 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 こ の 考 案 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の  
構 成 部 材 を 示 し 、 図 ２ は 前 記 構 成 部 材 を 連 結 し て 完 成 し た ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 一 例 を 示 す  
。 図 示 の よ う に 、 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ は 、 方 形 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ と 、 こ の マ ッ ト ユ ニ ッ  
ト １ の 周 縁 に 取 り 付 け ら れ る 細 長 い 帯 状 の 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ よ り 成 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 方 形 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ は 、 平 坦 な 板 状 体 で あ っ て 、 方 形 の 各 辺 に は 、 係 合 用 突 起  
２ 及 び 窪 み ３ が 交 互 に 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。 突 起 ２ と 窪 み ３ は 、 平 面 的 に 同 形 で あ っ  
て 、 一 つ の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ と 他 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の こ れ ら の 突 起 ２ と 窪 み ３ を 嵌 合 す  
る こ と に よ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 複 数 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ を 連 結 す る こ と が で き る 。 突  
起 ２ と 窪 み ３ の 形 状 は 、 種 々 選 択 可 能 で あ る が 、 こ こ で は き の こ 形 状 に 形 成 し た も の を 示  
す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の よ う に し て マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ を 連 結 す る こ と に よ り 敷 物 が 形 成 さ れ る が 、 敷 物 の  
外 周 縁 に は 、 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 突 起 ２ と 窪 み ３ に よ る 凹 凸 が 現 れ る 。 こ れ ら 周 縁 部 の 凹  
凸 は 、 人 体 や 物 品 に 対 す る 引 掛 り と な り 、 外 観 的 に も 好 ま し く な い 。 そ こ で 、 図 １ ～ 図 ４  
に 示 す よ う に 、 細 長 い 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ を 外 周 に 位 置 す る マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 外 端 縁 に 取  
り 付 け る 。 こ の 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ は 、 外 側 面 １ １ 、 ２ １ が 滑 ら か な 直 線 状 に 延 び る 直 面 に  
形 成 さ れ 、 内 側 面 に は 、 前 記 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 突 起 ２ と 窪 み ３ に 嵌 合 す る 窪 み １ ２ 、 突  
起 １ ３ 及 び 窪 み ２ ２ 、 突 起 ２ ３ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ 相 互 と さ ら に 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ と の 嵌 合 構 造 に つ い て 、 よ り 詳  
し く 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 一 側 縁 に 形 成 さ れ た 多 数 の 突  
起 2 の う ち 先 頭 （ 上 端 ） に 形 成 さ れ た 突 起 ２ ａ は 、 一 方 の 膨 出 部 ２ ｂ が ３ 角 形 状 を し て お  
り 、 最 後 尾 （ 下 端 ） に 形 成 さ れ た 窪 み ３ ａ は 一 方 の 膨 出 部 ３ ｂ が 前 記 膨 出 部 と 同 形 の ３ 角  
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 先 頭 は 突 起 ２ ａ 、 続 い て 交 互 に 通 常 の 窪 み ３ と 通 常 の  
突 起 ２ が 連 な り 、 最 後 尾 に 窪 み ３ ａ が 位 置 す る 嵌 合 用 凹 凸 の 列 が 、 時 計 回 り に マ ッ ト ユ ニ  
ッ ト １ の 各 辺 に 形 成 さ れ て い る 。 全 周 に こ の よ う な 嵌 合 用 凹 凸 を 有 す る 一 対 の マ ッ ト ユ ニ  
ッ ト １ の 対 向 す る 辺 を 突 き 合 せ て 一 方 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 突 起 ２ ａ 、 ２ … … を 他 方 の 窪  
み ３ ａ 、 ３ … … に 嵌 合 す る と 、 一 対 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ 、 １ が 連 結 さ れ る 。 こ の 連 結 作 業  
に よ っ て 希 望 す る 形 状 、 サ イ ズ の ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 出 来 上 が っ た ジ ョ イ ン ト マ ッ ト の 周 辺 に は 突 起 ２ 、 ２ ａ 及 び 窪 み ３ 、 ３ ａ に よ  
る 凹 凸 が 現 れ る の で 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う な 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ を 装 着 し て 縁 取 り す る 。  
周 辺 帯 ２ ０ は ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ の 隅 角 に 位 置 す る マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 周 縁 に の み 装 着 さ  
れ 、 他 の マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ に は 周 辺 帯 １ ０ が 装 着 さ れ る 。 周 辺 帯 １ ０ の 内 側 縁 に は 、 前 記  
マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 突 起 ２ 、 ２ ａ 及 び 窪 み ３ 、 ３ ａ に 対 応 す る 窪 み １ ２ 、 １ ２ ａ 及 び 突 起  
１ ３ 、 １ ３ ａ が 形 成 さ れ 、 互 に 嵌 合 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 周 辺 帯 １ ０ の 先 端 に  
は 台 形 状 の 突 出 部 １ ０ ａ が 形 成 さ れ 、 後 端 に は 突 出 部 １ ０ ａ と 同 形 の 凹 部 １ ０ ｂ が 形 成 さ  
れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ の 隅 角 に 位 置 す る 周 辺 帯 ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 周 辺 帯 １  
０ の 突 出 部 １ ０ ａ （ 鎖 線 で 示 す ） と 凹 部 １ ０ ｂ に よ る 間 隙 （ 斜 線 で 示 す ） を 埋 め て 隅 角 が  
ほ ぼ 直 角 に な る よ う な 隅 角 部 ２ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。 他 の 突 起 ２ ３ 、 窪 み ２ ２ は 、 周 辺  
帯 １ ０ の 突 起 １ ３ 、 窪 み １ ２ と 配 置 、 形 状 共 に 同 じ で あ る 。 ま た 最 後 尾 の 突 起 ２ ３ ａ の 形  
状 も 突 起 １ ３ ａ と 同 一 で あ る 。 な お 、 突 起 １ ３ 、 ２ ３ の 反 対 側 面 １ １ 、 ２ １ は 直 線 を 画 い  
て い る が 、 ゆ る や か な 曲 線 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 の よ う な 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ の 裏 面 （ 敷 設 面 ） 全 面 に 、 粘 着 剤 層  
１ ５ が 設 け ら れ て い る 。 粘 着 剤 と し て は 、 通 常 用 い ら れ る 手 で 接 着 、 剥 離 可 能 な 程 度 の 接  
着 性 を 有 す る も の で よ い 。 こ の 粘 着 剤 層 １ ５ は 離 型 紙 １ ６ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 離 型  
紙 １ ６ も 通 常 用 い ら れ る 紙 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 、 そ れ ら の 積 層 体 等 か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ を 敷 設 す る 方 法 は 、 ま ず 希 望 す る 形 状 に マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ を 連 結 し  
、 そ の 周 縁 全 周 に 周 辺 帯 １ ０ と ２ ０ を 結 合 す る 。 そ の 際 、 先 に 連 結 し た マ ッ ト ユ ニ ッ ト １  
を 敷 設 面 に 設 置 し た 後 、 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ を 嵌 合 し て 離 型 紙 １ ６ を 剥 離 す る の が よ い 。 そ  
し て 、 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ を 粘 着 剤 層 １ ５ に よ っ て 敷 設 面 に 密 着 さ せ る 。 こ れ に よ っ て ジ ョ  
イ ン ト マ ッ ト Ｍ の 位 置 が 固 定 さ れ マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 滑 り や 浮 き 上 が り も 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 突 起 ２ 及 び 窪 み ３ の 形 状 は 種 々 選 択 可 能 で あ る 。 例 え ば 図 ６ に  
示 す よ う に 逆 台 形 、 長 方 形 、 波 形 な ど に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 形 状 を 同 一 に す る  
必 要 は な く 、 図 ６ （ Ａ ） の よ う に 異 形 の 突 起 ２ ｃ 及 び 窪 み ３ ｃ を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 ジ ョ イ ン ト マ ッ ト Ｍ は 、 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ と 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ に よ っ て 形 成 し た が  
、 図 ７ に 示 す よ う に 、 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ と 、 そ の 周 縁 に 嵌 合 す る 同 形 の 周 辺 帯 １ ０ を 用 い  
、 隅 角 部 の 間 隙 を 丁 度 埋 め る 形 状 の 充 填 片 ３ ０ を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ 及 び 周 辺 帯 １ ０ 、 ２ ０ の 材 料 は 、 合 成 樹 脂 、 発 泡 合 成 樹 脂 、 織 布 、 不  
織 布 、 編 成 布 、 タ フ テ ィ ン グ 布 、 紙 等 の 単 体 も し く は 積 層 体 が 用 い ら れ る 。 厚 み は ０ ． ５  
ｍ ｍ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 積 層 体 に 金 属 箔 を 用 い る こ と も で き る 。 さ ら に マ ッ ト ユ ニ ッ ト  
１ の 裏 面 に 滑 り 止 め 剤 を 塗 布 す る こ と が で き る 。 そ の ほ か 、 マ ッ ト ユ ニ ッ ト １ の 材 質 を 統  
一 し て 敷 設 す る 必 要 は な く 、 混 在 さ せ る こ と も で き る 。
１   マ ッ ト ユ ニ ッ ト
２ 、 ２ ａ 、 ２ ｃ   突 起
２ ｂ 、 ３ ｂ   膨 出 部
３ 、 ３ ａ 、 ３ ｃ   窪 み
１ ０ 、 ２ ０   周 辺 帯
１ ０ ａ   突 出 部
１ ０ ｂ   凹 部
１ １ 、 ２ １   外 側 面
１ ２ 、 １ ２ ａ   窪 み
１ ３ 、 １ ３ ａ   突 起
１ ５   粘 着 剤 層
１ ６   離 型 紙
２ ０ ａ   隅 角 部
２ ２   窪 み
２ ３ 、 ２ ３ ａ   突 起
３ ０   充 填 片
Ｍ   ジ ョ イ ン ト マ ッ ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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